
駐屯地創設記念行事

演習場整備

第３８６施設中隊廃編

新部隊長等の紹介

etc

TOPIC



駐屯部隊の訓練

令和７年４月６日（日）、船岡駐屯地は「第２施設団創隊６４周年・船岡駐屯地創設６６周年記念行

事」を開催しました。柴田町の桜４大名所の一つである駐屯地の桜並木は開花したばかりでしたが、来場

された方々から「迫力ある訓練展示は最高だった。」、「体験試乗や行事など最後まで楽しく過ごせ

た。」など満足された声が多数寄せられました。

今年は駐屯地に隣接する仙台大学・ＪＡＸＡ角田宇宙センターの協力を受け、子供向けブースを設置し

ていただき、終始子供たちの歓声で賑わっていました。また、地域の飲食店等が食品等を販売する物産展

では、「船岡駐屯地が地域と根強く繋がっていると感じた。」などの意見があり、テーマである「絆」が

来場者にしっかり伝わっていることを実感できました。

第２施設団創隊 6 4周年
船岡駐屯地創設 6 6周年

記 念 行 事

訓練展示 訓練展示 訓練展示
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太鼓演奏

音楽隊演奏

ちびっこ広場
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（仙台大学） ちびっこ広場
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第３８６施設中隊廃編

令和７年３月２４日、第１０施設

群第３８６施設中隊は部隊改編に伴

い廃編となりました。

第３８６施設中隊は平成２２年、

「障害処理能力」を強化した中隊と

して誕生し、以来有余年、災害派遣

や国際平和協力活動、部外工事等、

様々な任務を完遂し、第１０施設群

の中核部隊として第２施設団の活動

を支えました。

春季演習場統一整備
（王城寺原演習場）

第２施設団は春季演習場整備に

参加しました。

今回、第２施設団は、主に施設

器材をもって演習場内の道路、停

弾提(※1)や排水設備の機能維持整備

を行いました。

また、一部作業地域ではICT(情

報通信技術)施工を取り入れました。

ドローンやCLAS(※2)を用いて測

量を行い、取得した情報をもとに

した設計データの作成や、不整地

の多い地域においてマシンガイダ

ンス(※3)を活用した作業を行いまし

た。

※1 対戦車弾等を受け止める土盛り

※2 国産の準天頂衛星「みちびき」を通じて

提供される衛星測位システム

※3 油圧ショベルに取り付けたセンサーから

得られる工事量データと設計図面を比較し

た情報等をモニターに表示して、器材オペ

レーターを補助するもの。

駐屯部隊の活動状況

９２式地雷原処理車
最後の投射訓練
（令和６年６月）

測 量

モニター情報をもとに器材操作
（マシンガイダンス）

グレーダによる砕石の敷き均し

団長による整備状況の確認

土砂運搬

停弾提整備

整備状況の現状把握

隊旗の返還
（令和７年３月）

中隊最後の訓練検閲を終えた隊員達
（令和６年７月）

令和元年台風１９号災害派遣 令和２年度実爆訓練



船岡駐屯地司令杯剣道大会

３月１２日、第２施設団は、

白石市「防災公園しろいし」の

敷地造成工事引き渡し式に参加

しました。

第１０施設群が中心となり令

和６年４月から約１年間、日頃

の訓練で培った施設技術力を発

揮して、防災公園しろいし建設

予定地の敷地造成を行いました。

地域との繋がり

防災公園しろいしの引き渡し式

柴田町・丸森町の河川清掃

４月２０日、船岡駐屯地にお

いて、剣道大会を行いました。

コロナ禍以降７年振りの開催に

なり、地元中学校に参加を募っ

たところ１７校が参加。

選手達は、日頃の練成の成果

及び勝利への執念を竹刀に込め、

白熱した試合を繰り広げました。

また、駐屯地に隣接する仙台

大学剣道部に審判員として協力

していただきました。

白石川河川敷清掃活動（柴田町）

３月１６日、柴田町の白石川河

川敷清掃活動に第３１２ダンプ車

両中隊が、３月２３日、丸森町の

阿武隈川清掃美化運動に第１０４

施設器材隊がそれぞれ参加しまし

た。

河川敷のゴミを直接回収すると

ともに渡河ボートを用いて、徒歩

では入りづらい川岸の流木や粗大

ゴミなどを回収し、地域の美化に

貢献しました。 阿武隈川清掃美化運動（丸森町）

表 彰装備品展示

試 合

作業を担当した隊員達

男子団体優勝：岩沼西中学校

女子団体優勝：南小泉中学校

作業風景

完成通知書・受領書の受け渡し



第１０４施設器材隊

第１０４施設器材隊長

２等陸佐
生越 正明

船岡駐屯地業務隊

船岡駐屯地業務隊長

２等陸佐
中澤 祐一

船岡弾薬支処

船岡弾薬支処長

３等陸佐
原田 俊一

第４１６会計隊

第４１６会計隊長

１等陸尉
安藤 淳一

２０２５年３月１７日付で、業務隊長を拝命いたしまし

た中澤２佐です。

統率方針「義」を揚げ、船岡駐屯地のため、任務遂行及

びやるべきことを確実に実施する業務隊運営に努めます。

また「一日一笑」を要望事項とし、明るく前向きな職場づ

くりを目指します。

誠心誠意、全力を尽くしますので、御指導御協力のほど

宜しくお願い申し上げます。

２０２５年３月１７日付で第１０４施設器材隊長を拝命

した、生越２佐と申します。

輝かしい実績を残し、歴史と伝統のある第１０４施設器

材隊において部隊長として勤務できることは、光栄である

とともにその重責に身の引き締まる思いです。

船岡駐屯地、第２施設団の一員として信頼される部隊の

育成に努めるとともに、隊に与えられた任務を着実に完遂

できるよう、器材隊特有の技術を最大限発揮して、任務に

まい進していく所存です。

ご指導のほどよろしくお願いいたします。

プ ク プ ク 演 習

防衛協力・交流

船岡駐屯地は、 ４月１８日、パプア

ニューギニアで実施された「プクプク演

習（工兵演習）」に参加する隊員２名の

出国行事を行いました。

出国行事には船岡自衛隊協力会長の柴

田町長、隊友会仙南支部長、駐屯地モニ

ターの方々にもご参加いただきました。

今回の派遣は、オーストラリア軍等と

共に、道路や宿舎整備等の各種施設作業

における助言等を行い、パプアニューギ

ニア国防軍工兵の能力向上を目的として

行われました。

船岡駐屯地は６月９日、帰国行事を行

いました。

任務を終え無事帰国した隊員達は安堵

の表情を浮かべ、また任務完遂の喜びを

噛みしめていました。

２０２５年３月１７日付で、船岡弾薬支処長として着任

した、原田３佐と申します。よろしくお願い致します。

東北方面隊勤務は今回初めてになりますが、歴史と伝統

のある船岡駐屯地で勤務できるのは芳崖の喜びであるとと

もに、改めて身が引き締まる思いです。

船岡弾薬支処は、東北方面隊の弾薬支援を担任をする東

北補給処の部隊です。船岡駐屯地及び被支援部隊に貢献で

きるよう、弾薬支援業務に邁進する所存です。

今後ともご指導、ご支援賜りますようよろしくお願い申

し上げます。

２０２５年３月１７日付で第４１６会計隊長を拝命した、

安藤１尉と申します。

第４１６会計隊は、被支援部隊の作戦目的達成のためその

ニーズに１２０％の意識で先行的に応え、効果的・効率的な

経費執行や金銭管理の補佐を万全にするとともに、合規適正

な予算執行を求める国民の期待に応えるべく日々研鑽して参

ります。

また、令和７年度受閲する方面会計隊長訓練検閲において

「優良」評価の獲得を目標に、部隊一致団結し邁進して参り

ます。

柴田町長から激励の言葉をいただきました。

団長への出国報告

活動風景① 活動風景②

無事帰国した隊員達派遣隊員達の出迎え



編集・発行：陸上自衛隊船岡駐屯地司令職務室

〒９８９－１６９４ 宮城県柴田郡柴田町大字船岡字大沼端１－１

TEL 0224-55-2301（内線206）（受付時間 午前９時～午後５時）
pr-2eb@inet.gsdf.mod.go.jp

メールでのお問い合わせ

メール 公式Ｘアカウント

全国で実施している給食満足度web調査で

東北方面管内最優秀に選ばれました！

船岡駐屯地業務隊糧食班

船岡駐屯地では駐屯地食堂での昼食体験喫食が可能です。

喫食希望の1か月前までにページ下部のメールアドレスに

ご連絡ください。

※お食事代（４４８円）が必要になりますのでご承知おき下さい。

採用情報

東北方面隊 Instagram
(採用広報)

採用の詳細はこちら

体験喫食について

祝


